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【整番】EE-01-QA-002  防音ラギングの範囲について 

分類：環境(騒音)／種別：Q&A 作成年月：H17.5／改訂：Ver0.0 (H19.8) 作成者：N.Miyamoto 

                                          全 7 枚 

 

Q： 誌運転の結果、ライン弁などにかなり騒音がでて防音ラギングの追加を考えているが、どこまで 

ラギングしたらいいのか？ 一般論でもいいから、考え方を知りたい。 

A： この種の話は防音工事業者のノウハウになっているようで具体的な情報の持ち合わせていないが、 

手持ちの文献/資料に基づき、以下のように。 

 

    ******************************************* 

1．配管各部では､流体抵抗(エネルギの消散)によってそれなりに騒音を発生するが､ここでは 

ある卓越した音源(絞り弁/オリフィス/エジェクタなど)があって､ 

そこから音響が管中を伝播する過程で､どの程度、減衰するか？ 

 ということで検討してみる。なお管路の中に卓越した音源がある時、他の部分で生じる騒音は一応無視 

できると考える。 

 

2．配管中の音の伝播には、壁面を経由する固体音の伝播と流体柱を経由する流体音の伝播がある。 

前者は騒音源が機械振動のような形をとる場合で EXJ/ダンパ/防振ゴムなどで遮音している。通常、 

 管路で騒音が問題になるのは、後者の流体音伝播である。この場合、 

 

(a) 流体音伝播の際の減衰は､主に壁面の境界層内の乱流や曲がり部の反射/干渉によって起きる。 

(b) 径が大きくなると減衰は小さくなる(レイノルズ数依存といえる)。 

(c) マッハ数/流体圧には余り依存しない(資料①参照)。 

(d) 騒音源に縮流部分がありそれが亜音速である時は、騒音源の前後(上下流)に伝音する。然るに 

縮流部分でチョーキング(気体流れのとき)やスーパーキャビテーション(液流れのとき)がおきて 

いるなら音は下流側に伝播し、上流側に伝播することは少ない(資料⑤参照)。 

(e) 直管では減衰が少なく､曲がり/分岐では減衰が大きい(圧損に似ている)。 

   （f）壁の振動などによる自然減音は、矩形ダクトに比べて小さく無視される。 

  

3.  正確には管路の音響伝播解析を実施すればいいが、実際これは厄介である。エンジニアリング上は、 

経験則的に減衰量をそこそこ安全側に見積もれればよい( 防音ラギングは外面の工事であって足場さえ 

あれば拡張修正は可能 ）。 

 

4． 減衰量を距離部分(端的には直管部分)と流れ変化部分(曲管/分岐管)に分けて考える。通常、距離 

部分の減衰量ΔL pは、次式で見積もられる。 

       ΔL p＝β(L /D)        -----------------------------------------------------------(1) 

ここで  ΔL p= 距離減衰量(dB)、β= 減衰係数､ L= 音源からの管路長さ､ D= 管径 

D が分母にくるのは、前述の(ｂ)に由る。問題はβの設定になる。 

 

資料①によれば減衰量は図１のようになる。βは 0.065～0.1175 程度になる。しかし資料②によれば 

図 2 のようになりβ＝0.0167 であり相当の開きがある（資料②は原典からの引用であって何か間違いが
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あるような気がする）。 

資料③ではβ=0.06(ガス/水蒸気)。資料④では推定ながらβ=0.045～0.09．まとめて、 

    資料①：0.065～0.1175、 資料②：0.0167(？)、 

資料③：0.06、      資料④：0.045～0.09  

資料②は、他でもよく引用される ASME 論文に基づいている。従ってその乖離をよく調べておく 

必要があるが､ここではβ＝0.05－0.12、設計値としては下限側(安全側)に、β＝0.06 を採る。 

 

5．曲がり部の減衰については現場経験で 5dB という説もあるが、ここでは資料④より 2～3 dB 程度と 

する。分岐管は直角曲がりに近く減衰が期待できるので 3～4dB 程度を採る。 

 

6．縮流部でチョークするような場合は、主に下流側に施工する。亜音速ならば、資料⑤から、上流と 

下流で 5～10dB の差をとって(但し上流＜下流)､上流/下流で別々に目標減衰量を設定する。 

 

7．手順としては次のようになる。但し口径 400mm を越えるような大径管には適用しない。 

ステップ 1．まず、卓越音源の騒音レベル(/機側 1ｍ)を調べる。 

ステップ 2．ラギングなしの裸管状態で卓越音源の上流/下流方向に次の減衰をとる。 

         直管＝0.06Ｌ/Ｄ、曲がり＝2～3dB/１個､ 分岐＝3～４dB/１個 

ステップ 3．騒音レベルが許容程度に収まったところをラギング範囲とする。 

           

 上図の例では、上流側/下流側で 5dBの音源の差異があるものとし、上流側で 10dB(＝(95－5)－80)、 

下流側で 15dB(＝95－80)を減音量の目標とする。この場合、許容レベル 80dB を満足する施工範囲は 

略々、上流側 15ｍ＋下流側 17.5ｍになる。即ち、 

    上流側：⊿Lp=0.06x(15/0.15)＋2x2dB＝10B    

    下流側：⊿Lp＝0.06x(17.5/0.15)＋4x2dB＝15dB  

 

なお、ラギング範囲で一率のラギング仕様にすると安全側になるので､音源から遠ざかる部分を 

１ランク落とした仕様にすることも考えられる。 

 

 8．以上は、デフォルト(あるいは参考)である。実施に当たっては施工業者と範囲を協議して施工する。 

なお、今後設計のために騒音データを採るのが望ましい。 
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